
 

 

 
 
 
 
 
 

2 月 14日(火)に令和４年度第２回学校保健安全委員会がありました。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響により、昨年度・一昨年度と開催を見合わせ

ておりましたが、無事に開催することができまし

た。今回は学校医３名、保護者の方 12 名、教

員６名が参加しました。 

保体部さんの軽快な司会のもと、保健体育

委員会の発表、各部からの活動報告、学校医

からの講話・指導など、内容様々で、充実した会となりました。 

来年度は、保護者の方々からいただいたアンケートをもとに、

内容を精査し、保護者の方にとってより意味のある会にしていけたらと思います。 
 
 
 
今年度の委員会の活動報告を行いました。今年度は、『メディアの

使い方』について、見直しや改善を図る必要があることを感じ、アン
ケートでの実態把握や、文化祭での展示物の作成に取り組みました。 
来年度も、文化祭で作成した『 柳中ぶち元気 7か条！ 』をモットー

に、柳井中生が自分で自分の健康を守っていけるような取組を行って
いきたいと思います。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回、学校医の大久保先生に「マラソンによるスポーツ障害」という題でご
講演いただきました。健康を保持するために、運動をすることがどれだけ重要
か、大久保先生が参加されている“ホノルルマラソン”のお話や、お知り合いの
栄養士の方のお話を交えて、わかりやすくご指導いただきました。また、食事
についても着目をしていただき、生活習慣病を防ぐためのアドバイスをいただ
きました。カロリーだけではなく栄養素をよく見ることが重要で、大久保先生
がお勤めの病院では、毎週金曜日に調理実習をされており、栄養の質を考えな
がら自分で食事を準備することの大切さをご指導いただいているようです。お
子様が一人で食事をする際に、栄養価に着目して食事を考えることや、運動習
慣を身に着けることができるよう、ご家庭でお話をしていただけると幸いです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○耳鼻科医 松田先生から 『耳鼻科疾患の対処法』について 
 
 
 
 
 
 
    

○薬剤師 山本先生から 『薬の内服の注意点』について 
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お子様のいびきは、あごの筋肉の発達で改善できます。幼少
期から歯ごたえのあるものを食べるようにしてください。 
また、花粉流行の時期ですが、対処法にはステロイド薬を飲

むことや花粉対策用メガネ・マスクの着用があげられます。し
かしながら、自律神経が整っていないと花粉症状が起こりやす
くなるので、基本的な生活習慣の確立を目指しましょう。原因
解決や症状改善の際には耳鼻科を受診してください。 

 

薬の内服量には年齢制限がありますが、医師の指示があっ
た場合には内服が可能です。安全性を考慮し、保護者の方が
処方されたものは飲まないようにしてください。 
また、カロナールとロキソニンは、薬の効き目や副作用も

違います。熱や風邪の時はカロナール、鎮痛の時はロキソニ
ンと使い分けをするのがよいですが、15 歳以下はロキソニン
の使用ができないので注意しましょう。 


